
図表 2050年に向けた日本の排出削減実績

※1：上の図の赤い帯の範囲は、2023年3月に公表されたIPCC第6次評価報告書統合報告書において示された1.5℃に抑える経路における世界全体の温室効果
ガス排出削減量（％）を仮想的にわが国に割り当てたもの

※2：当該報告書では、モデルの不確実性などを加味し、1.5℃に抑える経路は幅を持って示されているため、2030年、2035年、2040年、2050年時点にお
ける排出量は黄色線で幅を持って示している。また、その代表値をつないだものを赤色の実線で示している

年

2030年目標
▲46％（2013年度比）

2050年の排出・吸収量
：0

2050204520402035203020212013
0.0

2.0

-2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

IPCC報告書における1.5℃に抑える経路排出・吸収量吸収量排出量

（
億
tC
O
2
）
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３
年
度
比
）と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標
に
、

国
際
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
経
済
社
会
全
体
の
変
革
、
す

な
わ
ち
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）が
不
可
欠
で
あ
る
。
Ｇ
Ｘ
は
、
単
な
る
排
出

削
減
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
投
資
主
導
で
経
済
拡
大

を
目
指
す
わ
が
国
の
成
長
戦
略
の
柱
で
も
あ
る
。
経

団
連
は
、
日
本
政
府
と
密
に
連
携
し
つ
つ
、
Ｇ
Ｘ
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
日
本
経
済
界
の
Ｇ
Ｘ
に
関
す
る

考
え
方
お
よ
び
取
り
組
み
・
実
績
を
国
際
的
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
に
お
け
る
交
渉
状
況
の

フ
ォ
ロ
ー
、
交
渉
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
代
表
団
を
派
遣
し
た
。

経
団
連
主
催
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

12
月
９
日
午
後
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
場
内
に
設
置
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
「
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ビ
リ
オ
ン
」

に
お
い
て
、
地
球
産
業
文
化
研
究
所
お
よ
び
日
本
エ

ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
と
と
も
に
、「
Ｇ
Ｘ
を
通
じ

た
持
続
可
能
な
成
長
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
サ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
各
国
か
ら
聴

衆
が
詰
め
か
け
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な

っ
た
。

冒
頭
、
世
界
共
通
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
Ｇ
Ｘ
の
重
要
性
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
経
団
連
が
推
進
す
る
主
体
的
な
取

２
０
２
３
年
11
月
30
日
か
ら
12
月
13

日
に
か
け
て
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）の
ド
バ
イ
に
お
い
て
、
国
連

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
28
回
締
約
国
会

議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
）が
開
催
さ
れ
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
で
は
、
世
界
全
体
の
気
候

変
動
対
策
の
進
捗
を
評
価
す
る
「
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク
」（
Ｇ
Ｓ

Ｔ
）が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
ほ
か
、
干

ば
つ
や
洪
水
な
ど
気
候
変
動
に
よ
る

「
損
失
と
損
害
」（
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
）

に
関
す
る
基
金
の
大
枠
な
ど
が
合
意
さ

れ
た
。

経
団
連
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
に
環
境
委
員

会
の
幹
部
ら
で
構
成
さ
れ
る
代
表
団
を

派
遣
し
た

（
注
１
）。

本
稿
で
は
現
地
で
の
活
動

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

経
団
連
代
表
団
派
遣
の
趣
旨

昨
今
の
異
常
気
象
の
世
界
的
な
増
加

な
ど
に
よ
り
、
気
候
変
動
問
題
は
、
い

ま
や
「
地
球
沸
騰
化

（
注
２
）」
と
も
呼
ば
れ
る

よ
う
に
、
切
迫
感
を
持
っ
た
対
応
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
日
本
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
２
０
３
０
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減（
２
０
１

COP28における経団連の活動報
告
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サイドイベントにおけるパネルディスカッションの模様

クラーク英国対日貿易担当特命大使（右）と懇談

課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た（
写

真
上
）。

日
本
政
府
交
渉
団
お
よ
び

海
外
関
係
者
と
の
意
見
交
換

経
団
連
代
表
団
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
場
内
に
お
い
て
、

松
澤
地
球
環
境
審
議
官
や
経
済
産
業
省
の
畠
山
陽
二

郎
産
業
技
術
環
境
局
長
、
外
務
省
の
赤
堀
毅
地
球
規

模
課
題
審
議
官
ら
、
日
本
政
府
交
渉
団
の
幹
部
と
相

次
い
で
意
見
交
換
を
行
い
、
最
新
の
交
渉
状
況
や
日

本
政
府
の
交
渉
ス
タ
ン
ス
を
聴
取
し
た
。
あ
わ
せ
て

経
団
連
側
か
ら
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
、
新
興
国
・
途
上
国
を
含
む
世
界
各
国
の

排
出
削
減
努
力
が
一
層
促
さ
れ
る
よ
う
、
気
候
変
動

外
交
に
お
け
る
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を

働
き
か
け
た
。

さ
ら
に
、
英
国
の
グ
レ
ッ
グ
・
ク
ラ
ー
ク
対
日
貿

易
担
当
特
命
大
使（
写
真
下
）の
ほ
か
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｂ

（
米
国
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
評
議
会
）、
Ｃ
Ｂ
Ｉ（
英
国
産

業
連
盟
）、Ｂ
Ｄ
Ｉ（
ド
イ
ツ
産
業
連
盟
）、Ｃ
Ｉ
Ｉ（
イ

ン
ド
工
業
連
盟
）と
い
っ
た
主
要
国
の
経
済
団
体
と
も
、

二
者
間
の
会
談
を
実
施
し
た
。
各
国
の
気
候
変
動
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
め
ぐ
る
動
向
な
ど
を
聴
取
す
る

と
と
も
に
、経
団
連
側
か
ら
は
、日
本
の
Ｇ
Ｘ
に
関
す

る
具
体
的
な
取
り
組
み
や
、
日
本
の
排
出
削
減
実
績

が
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
こ
と（
図
表
）を
説
明
し
た
。

今
般
の
代
表
団
派
遣
の
成
果
も
踏
ま
え
、
経
団
連

は
引
き
続
き
、
世
界
全
体
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
お
よ
び
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
て

い
く
。

経
団
連
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部

り
組
み
で
あ
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計

画
」
な
ら
び
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
の
概
要
と

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
紹
介
し
た
。
環
境
省
の
松
澤
裕

地
球
環
境
審
議
官
か
ら
も
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
日
本

の
Ｇ
Ｘ
に
向
け
た
官
民
の
具
体
的
取
り
組
み
を
効
果

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
水
素
や
再
エ
ネ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ（
注
３
）な

ど
、
Ｇ
Ｘ
に
不
可
欠
と
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
専
門
家
を
国
内
外
か
ら
招
待
し
、
同
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
創
出
や
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行（
い
わ
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）と
い
っ
た
Ｇ
Ｘ
に
関
す
る
様
々
な

（
注
１
）経
団
連
は
ほ
ぼ
毎
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
代
表
団
を
派
遣
し
、
気
候
変
動

交
渉
等
に
関
す
る
最
新
情
報
を
収
集
し
て
い
る

（
注
２
）２
０
２
３
年
７
月
、
国
連
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
事
務

総
長
は
「
地
球
温
暖
化
の
時
代
は
終
わ
り
、
地
球
沸
騰
化
の
時

代
が
到
来
し
た
」
と
発
言

（
注
３
）Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
：
二
酸
化
炭
素
回
収
・
有
効
利
用
・
貯
留（Carbon

Capture,U
tilization

and
Storage

）
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